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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・　今週から、定期採血が始まっています・凝固、針刺し事故のないようにマニュアルに沿って実施しましょう。

· 1月の小坂先生の勉強会日程表が来ています。各自確認し、出席しましょう。

· 書初め大会が1月5日にあります。当日不在の職員は1月4日までに書きましょう。

当日、患者様と一緒に書いても構いません。

· リハビリテ－ションプログラムの記録漏れがありますので、携わったスタッフは当日の内に

忘れずに記入しましょう。担当者に迷惑を掛ける事になります。

＜患者様についての連絡事項＞

· 坂本　良雄様～左肩関節脱臼の手術の為、本日八戸赤十字病院精神科に転院となる。

· 松田　富雄様～身体症状悪化の為、八戸市民病院循環器科受診しそのまま転院となる。

· 坂　　貢様　～本日、胸部レントゲン施行。内服薬は継続。発熱・随伴症状に留意しましょ

う。

· 笹山　吉郎様～本日、胸部レントゲン施行。喀痰検査は後日。

· 向山　忠義様～化学療法は1/3で終了。近日中に胸部レントゲンの指示あり。

· 岩崎　誠一様～主治医・本人・奥様と面談で、外泊は2W程度見合わせということを説明し、

了解されています。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様(終日隔離)～昨日は午後30分退室。衝動行為は無いが、会話にまとまりがなく、ふ

らつきがある。手指振戦がみられ、食べこぼしが多い。準夜から本日

は残食が多く、理由については「いいです」と話されている。検温終了後、いきなり大声を出し「神がおしおきしろと言った」と話されている。布団をトイレに押し込んだりする行動が見られている。

　↓

以前と違う行動が見られているときは尚、行動に注意し理由を尋ね詳細を記録しましょう。対応は2人以上とし、ふらつき・衝動行為に注意しながら対面を多く持ちましょう。できた事・できている事を評価し本人に伝え、できなかった時は自己洞察をして頂く様な問い掛けをし、言葉に詰まってもスタッフは焦らず、根気良く対応しましょう。自己洞察できた時はその評価も忘れずに行ないましょう。褥創、特に右大転子部周囲に発疹があり、その部分もアズクロ塗布しラップで覆いましょう。

塚本　勝昭様(時間隔離)～昨日、家族と面会しているが、不機嫌さや興奮される事はないが、命

令口調ではあった。日中の要求はなく、入室時及び、ボデイチェック

の拒否もない。

　↓

本日からA一般の方針

　　　注意事項として　　・私物は自己管理とし、本人に渡す際一緒に確認し危険と判断される

品物についてはスタッフオフィス管理とする。(剃刀は現状のまま)

　　　　　　　　　　　　・電話は代行で。両親・兄のみ。

・通信可。

・菓子は自己管理。但し、紛失しても責任はもてない事を説明し、本

人は了解されている。

　　　　　　　　　　　　・飲水はフリ－とするが、余りにも飲水量が多い場合は本人に声をか

けるという事を伝え、了解されている。

＜要観察患者様について＞

小笠原禮子様～ここ数日、食事が摂れず水分は摂取できている。又、胃の不快感の訴えも聞かれ

ている。興奮状態は見られていないが、物を盗られたという発言はある。

　　　　　　　　↓

　　　　　　　本日から減薬。胃潰瘍の既往がある為、ガスタ－(消化性潰瘍用剤)処方。本人の

希望もあり昼から粥食に変更。又、水分は摂れているので、エンシュアリキッド

を一日分処方し摂取量を観察する。又、牛乳が好きだと言われている為、エンシ

ュアリキッドを拒否する場合は、毎食毎に牛乳をつける等の工夫をして行く事と

する。喫煙の許可はでていますが付き添いをし、他者とのトラブルや火傷に注意

しましょう。

嶋守　直人様～食事はレストランに移動し全量摂取されている。夜間の睡眠は取れているが日中

落ち着きなく室内徘徊し、独語や悲観的な訴えをされている。

　↓

本日から増薬。副作用に注意し訴えを傾聴しましょう。又、自殺企図に注意し訪

室を多くしましょう。今は休むこと、時間が必要な事、回復できる事を伝えてい

きましょう。













